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学校現場における安全管理・防災教育の実践

―高槻市立磐手小学校における取り組み―

亀　井　克　之

はじめに

　本章では、子どもの安全とリスク・コミュニケーションの実践例として、①高槻市立磐手小

学校における安全管理、防災教育、安全教育の取り組み、②関西大学・社会安全学部の学生を

中心とするボランティア・サークルKUMCによる防災教育の出張授業の取り組みについて考察

する。

1 ．高槻市立磐手小学校における安全管理方針―危機管理とリーダーシップ―

　学校における安全管理、防災教育、安全教育の実践例として、まず、高槻市立磐手小学校の

事例を取り上げる。学校現場においても、企業の場合と同じように、安全管理・危機管理の展

開において、リーダーシップは重要である。2013年11月15日と同12月17日に行った同校の門原

百一郎校長へのインタビューに基づき、同校の取り組みをまとめる。

1.1. 学校における危機管理

　まず学校における危機管理について概観する。下表は、磐手小学校の門原校長による関西大

学社会安全学部生向けの特別講演（2013年12月17日）に基づいている。

1．危機管理
　⑴　ハインリッヒの法則に基づくリスクの認識
　　 　「 1件の重大事故（死亡・重傷）」の背景には「29件の軽傷事故」があり、その背景には
「300件の日常的にヒヤリとしたりハッとしたりする出来事（ヒヤリ・ハット）」がある。

　　　　☆具体的指示例「まずいことが起こっても、きちんと報告すべし」
　⑵　危険（risk）と危機（crisis）
　⑶　危機が生じる場面
　　①児童生徒・教職員の生死、学校組織の激変、学校の信頼が覆るような事態
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　　②学校に内在する危機
　　　◆学校安全管理（学校事故、不審者、施設、保健・衛生、交通事故等）
　　　◆教育運営管理（教科指導、生徒指導、情報の取り扱い）
　　　　☆ 具体的指示例「 1枚の紙であっても、大切な情報が載っていれば細心の注意を

払って貴重に取り扱うべし」
　　　◆人事管理（服務、分限・懲戒、研修、勤務条件等）
　⑷　危機管理の目的
　　①危機を起こさないようにする。
　　②危機（事件・事故等）によって生じた、教職員や児童生徒の被害を最小限に抑える。

2．危機管理の 2つの側面
　⑴　日頃からの危機管理（事前の危機管理　リスクマネジメント）
　　①危機の予知・予測（情報の収集）
　　　 ◆さまざまな危機の予測　◆事件・事故の傾向の把握　 

◆校内や保護者・地域等からの情報収集
　　②危機の未然防止に向けた取り組み（事前の諸準備）
　　　 □危機管理体制の確立　□マニュアルの改善・周知　□教職員の研修の充実　

□訓練等の実施　□児童生徒・保護者への啓発　□保護者・地域との連携・協力体
制の確立

　⑵　事件・事故発生後の危機管理（事後の危機管理　クライシスマネジメント）　
　　 ①児童生徒や教職員の安全確保、通報　②状況把握　③緊急対策会議　 
④適切・迅速な対応

　　　○連絡体制の整備　○外部との窓口の一本化　○二次被害防止　○学校の安定化　
　　　○記録　他

3．報道対応
　⑴　対応の基本姿勢
　　①積極的な情報の公開　②誠意ある対応　③公平な対応

4．体罰等、児童生徒の人権を侵害する事象の防止
　⑴　教員が負うべき法的責任、①民事責任、②刑事責任、③行政責任

5．学校における危機管理の要諦
　⑴ 　「 1人の子ども」：その後ろには10人の人がいる。 1人の子どもを大切にすれば、10
人の味方をつくることに繋がる。

　⑵ 　「教育は」：「今日行く」ということ。先手を打つ。今日行けば「説明」。明日行けば
「弁解」。今日の出来事は後回しせずに、今日中に対処する。

　⑶ 　「 5分以上の電話」：そのような場合は、家庭を訪問して顔を合わせて話す。保護者
の方とは電話ではなく、顔を合わせて話をする。

　⑷ 　「首より上」：首より上に何かあったら、即、病院へ連れていく。素人判断をすれば、
取り返しのつかない事になる可能性がある。子どもの骨折は分かりづらい。

　⑸ 　「PTA役員」：PTA役員は学校の味方である。保護者の代表に話を通すという意味
でも、何かあれば情報を共有し、相談する。
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1.2. 校長による危機管理方針

⑴　一番気を使うべきこととしての『情報管理』：学校には様々な人がおり、膨大な個人情報を

扱うことの認識。 1枚の紙であっても、個人情報が載っている限り、それは大きな重要性を

持つ。細心の注意を払って大切に取り扱う

⑵　電話での応対：個人情報に関わる電話は必ず 1度切り、対応を確認してから折り返し連絡

をする様にしている。

⑶　人の出入り：教員以外にも事務職員や、校務員等多くの人々が激しく出入りする為、服務

に従って業務を遂行してもらう様にしている。

⑷　ハインリッヒの法則に関して：　学校は「ヒヤリハット」が非常に多い。例えば、「給食に

髪の毛が混入している」「野菜を切るカッターの刃が変形した」など。こうしたリスクを感じ

る物事はすべて省く。何かが起こってからでは遅い。ヒヤリハットのうちに、阻止する。上

手くいかなくても、失敗しても事故や事件に繋がりそうな事は小さなことでも全て報告する

様に教職員に伝えている。

⑸　事故には起きる要素やタイミングがある：情報は共有する。学級担任しか知り得ない情報

があると、他の教員が担当した際に事故や事件に繋がる恐れがある。

⑹　校長自身がしている事柄：学校に関する記事は必ずスクラップ（新聞・ニュース・ケータ

イは毎朝チェック）。特に今、関心が高いのが『食物アレルギー』に関連する記事。2012年、

ある小学校で給食を食べた児童が食物アレルギーが原因で死亡した。対象児童にはアレルギ

ーのある食材は除いて給食を渡す等の措置を取っている。校長自身が毎日12:00に必ず給食を

食べる。「検食」であり、初めに食す事で異常に気付くシステムになっている。毎日、給食が

終わるまでは相当の緊張感が要求される。

1.3. 安全をめぐる取り組み

　磐手小学校では、保護者にとって、わが子が学校にから安全に帰ってくるということが一番

重要であることから、「学校で大切な事」は次の 2点だと明確に位置付けられている。

　　①　危険を排除し、危機を乗り越える。

　　②　子どもの安心・安全を最優先する。

　磐手小学校の「安全部」は 5～ 6人の教員で構成される。防災教育の計画・実施を行ってい

る。子どもたちに「身をもって」安全について教える事を目指している。

　「学校だより」によれば、2013年度には、 6年生対象に、警察が『非行防災教室』を実施し

た。ここでは、LINEの危険性等について学んだ。これは、なりすましによる犯行が増加してい

ることを受けて実施された。

　 5年生対象には、茨木サポートセンターの職員が同様の教室を開かれた。
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　小学校 6年生の 5～ 6割が携帯を所持している状況にある。塾などで帰宅が遅く、安全確保

のため、持たざる得ない状況もある。

　危機管理では、地域社会における連携、異年代の交流が重要である。毎年児童会主催で実施

される「磐手まつり祭」では、小学生が企画・運営し、出し物を行う。 6年生は半分の子が店

番をし、残りの半分の子が 1年生の面倒を見る。また、地域行事が活発で、地域の「縄跳び大

会」や「耐寒アスレチック」等をとおして、近隣の幼稚園や小学校との交流が深まっている。

1.4. 災害対応マニュアル

　磐手小学校における「災害時の措置・対応マニュアル」の一大特長は、「 1．暴風警報発令に

伴う対応」、「 2．特別警報が発令された場合の対応」「 3．震度 5弱以上の地震発生時の対応」

「 4．不審者・被害情報・災害等による緊急時の下校対応」という 4種類の対応マニュアルが

B4横 1枚の紙にまとめられていることである。通常、これらのマニュアルがばらばらになって

いることが多い。この 1枚にまとめ上げられたマニュアルが、家庭や教室に掲示されている。

これを見て、教員・保護者のみならず、子どもが自発的に行動する事が目指されている。

　このマニュアルでは、落雷など下校中のリスクも想定している。さらに、不審者情報や台風・

地震・落雷の緊急度に応じた、学校や地域の対応方法を 4段階で規定している。

 （本章末　資料 1参照）

1.5. 安全マップと地区の取り組み

　「校区安全マップ」は、校区内の危険な個所を把握しておく目的で作成されたオーソドックス

なハザードマップである。磐手小学校は校区が広いので普段から集団登校を実施している。さ

らに定期的な全校地区別集団下校の訓練も実施している。必要に応じて、緊急度を要する場合

の引き渡し訓練をする場合もある。

　「危険個所マップ」は、保護者が校区内での危険な箇所を見つけ、PTAで作成したものであ

る。PTAの力でマップを作成することで、非常時に実際に学校から子どもをどこまで送り届け

るかといった点が明確になる。

 （本章末　資料 2　参照）

1.6. 地区との連携

　磐手小学校校区では、集団登校に係る地区委員さんが「地区連絡網」を作り、非常時の連絡

体制を整備している。また、通学路を歩き「危険個所マップ」を定期的に点検・改善するとと

もに、道路設備や標識の設置などの子どもたちの安全に向けた、改善点を市に要望している。

　「地域を知り、自らが考え動く」子どもの育成が目指されている。学校のみならず、地域や保
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護者とつながり、子どもの安全に取り組む学校である。

　近隣に、古曽部防災公園と関西大学・社会安全学部があるという立地条件を活かし、小学生

に関西大学の教授による講義を聴かせる機会を持つなど、子どもの知的好奇心を刺激し、感性

を伸ばす防災教育を志向する。安心・安全が何より求められる学校で、すべき事に取り組みた

いという意気込みである。

1.7. 関西大学社会安全学部との関わり

　従来から、防災教育に力を入れようという方針であった。地域と連携して防災ゲーム「クロ

スロード」の購入を検討などしていた。東日本大震災の翌年2012年の 1月に開催された高槻シ

ティハーフマラソン大会に岩手県大槌町の小中学生20人が招かれたときには、磐手小学校はホ

スト校として歓迎した。

　関西大学・社会安全学部との関わりは、同学部のボランティア・サークルKUMCの学生が、

直接、校長先生に「小学生に防災教育の授業をさせて下さい」と電話をかけたのがきっかけと

なった。

　2013年 7 月11日に 4年生に向けて、KUMCメンバーの学生が「河川の危険」について授業を

行った。校長先生は学生たちが通常通りの45分間きっちりと授業をしたことに感動した。さら

に、KUMCメンバーは、8月25日の高槻市の防災デイに、「新聞紙を使ったスリッパの作り方」

の授業を 3年生と 4年生に対して行った。

　そして、2014年 1 月14日に、磐手小学校の 5年生と 6年生の合計180人が関西大学・社会安全

学部のある高槻ミューズ・キャンパスを訪問した。まず小学生は、安全ミュージアムと備蓄倉

庫を見学した。次に、この日の社会安全学部の 2時間目の講義科目の一つである「リスクマネ

ジメント論」（亀井克之担当）を大講堂で大学生と机を並べて受講した。

1.8. 2013年 8 月25日（日）　防災デイの取り組み

　第 1部では、従来の始業式を想定して体育館での避難訓練および防災シミュレーションが実

施された。

　第 2部では、学年ごとに教室で授業を行われた。事前に教員が訪れた消防署の備蓄倉庫や防

災公園での取り組みが説明された。内容は、学年のレベルに合わせたクイズ学習などである。

　第 3部では、学年ごとにさらなる防災授業が実施された。 1年生ではビデオ、 2年生はクイ

ズ、 3～ 4年生では関西大学社会安全学部のボランティア・サークルKUMCのメンバーによる

による「新聞紙を使ったスリッパの作り方」の授業、 5～ 6年生ではクロスロードである。

 （本章末　資料 3、資料 4参照）
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2 ．関連資料

資料 1　磐手小学校における「災害時の措置・対応マニュアル」



学校現場おける安全管理・防災教育の実践（亀井）  199



200

資料 2　磐手小学校「校区安全マップ」
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資料 3　市制施行70周年記念事業防災訓練概要（2013年 8 月25日　防災ディ）
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資料 4　高槻市立磐手小学校の教員が作成した「クロスロード」問題

（2013年 8 月25日の防災デイにおける 5・ 6年生の授業で使用）

　大人用とあわせて適宜使用してください。（安全部より）

　（当日は、教師が問題を読んであげればいいと思います）

大きな地震のため、家から学校の避難所（体育館）に絶対に避難しなければならない。

ペットをかうのは、禁止。連れていかないと死んでしまうかもしれない。

それでもペットをつれていきますか。

　　YES（連れていく）　or　NO

避難所では、いっぱいボランティアの手伝いをして、人のためになって周りの人に感謝

されています。でもこれ以上続けると宿題ができず、まちがいなく校長先生にしかられま

す。それでもあなたはボランティアを続けますか。

　　YES（続ける）　or　NO

家で 1人での留守番をお母さんにたのまれました。「どんなことがあっても勝手に家をでた

らだめ。もし出たら、来週のサッカーのJリーグの試合を見につれていかないよ」と言わ

れました。ところが留守番中に、大地震により、ひなんかんこくが。お母さんは帰ってき

ません。あなたは避難所へひなんしますか。

　　YES（ひなんする）　or　NO

避難所では、インフルエンザが大流行中。あなたは、地震で半分こわれている家にもどり

ますか。

　　YES（もどる）　or　NO

ひなん所にひなん中。電気・水道が復旧し、自宅にもどって住める状況になったが、一緒

にひなんしている弟の体調がわるく、熱がある。ひなん所だと24時間医者がいる。

自宅にもどりますか。

　　YES（もどる）　or　NO

地震が起こって高台に避難したとき、家におばあさんが取り残されてることに気がついた。

津波がくるまで約 3分。家にもどっておばあさんを助けてつれてきても 3分はかかりそう。
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おばあさんを助けにもどるか。

　　YES（もどる）　or　NO

夜、4人で家にいたとき、激しい雨がふりつづいていて、洪水の危険があるとして避難勧告

が。避難所までは歩いて 2 km。しかも今は深夜 2時で道はまっくら。今すぐ避難するか。

　　YES（避難する）　or　NO

子どもたちだけで避難所へ。両親と連絡がとれず心配。居場所はメールで知らせている。

携帯の充電が切れそう。幸いバッテリー（蓄電池）をもっていた。避難所では指示を出し

ているリーダーの携帯の充電がもうすぐ切れそうと大騒ぎをしている。あなたは、充電器

をかすか。

　　YES（かす）　or　NO （F先生協力）

地震で自宅は半壊状態。家族そろって避難所へ。ただ日頃の備えが幸いして、非常持ち出

し袋には水も食料も。持たない家族が多くいる。その前で非常持ち出し袋をあけるか。

　　YES（あける）　or　NO （MN先生T協力）

子どもたち 5人で避難中、曲り角にさしかかった。「 2人は右に曲がろう」「 3人は左に曲

がろう」と言った。あなたならどうする。

　　わかれて避難する。みんなで避難する。 （N先生協力）

大地震後、避難所へ家族を迎えにいくが途中で人が生き埋めになっているのを発見。

他にひとはいない。でも家族も気になる。まず、目の前の人を助けるか。

　　YES（助ける）　or　NO

（既存の「クロスロード」で使えそうなもの）

市民編　5002

あなたは…主婦

防災のため、風呂の残り湯を浴槽にためておくといいと言われる。しかし、浴室がかびる

かもしれないし、湯あかがつくと掃除が面倒。それに滅多に災害なんてこない。

それでも残り湯をためておく？

　　YES（ためておく）　or　NO（ためておかない）
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市民編　5020

ランティア団体の代表

物資の運搬・整理・高齢者や子ども世話など、みんなよく働いてくれている。ところが、

避難所の裏で、非常によく仕事をしてくれている大学生ボランティアの男女 2人がいちゃ

ついている。

注意する？

　　YES（注意する）　or　NO（注意しない）

市民編5003

あなたは……30歳代の夫婦

ようやく手に入れた新築マンション。何度もショールームに通って吟味したインテリアに

二人とも大満足。しかし、大地震がきたら家具が倒れるかもしれない。

格好は悪いが耐震金具を家具につける？

　　YES（つける）　or　NO（つけない）

以下作成　金子信也

2．あなたは避難所担当の職員

大規模震災後、現在、避難所となった体育館にいる。館内は被災者で溢れかえっている中、

TVニュース番組のレポーターが、被災当時の状況を詳しく被災者の小学生から聴きだそ

うとしている。あなたは、そのまま撮影を継続させますか。

　　YES　or　NO

YES撮影を継続の問題点：当該小学生のメンタルヘルス悪化（ASD、加えてPTSD）
のおそれあり。
NO撮影を中断させることの問題点：マスコミとの関係悪化。

3．あなたは登校拒否の小学生の子供を持つ親

小学生の息子（娘）が、学校に行きたがらなくて、正直、困っています。出来れば、以前

のように登校してもらいたいのですが、何やら理由がありそうです。あなたは無理にでも

子供を説得して、登校させますか。

　　YES　or　NO

YES登校させることでの問題点：息子のメンタルヘルス悪化のおそれあり。
また、もし、いじめなどの被害にあっていた場合、事態を悪化させるおそれあり。
NO無理に登校させないことでの問題点：学業が遅れる懸念。周囲から取り残された
感に苛まれる。
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資料 5　KUMCによる特別授業

2013年 7 月11日　関西大学　社会安全学部生を中心とする学生団体KUMCによる
高槻市立磐手小学校における 4年生への河川についての特別授業

漫画『One Piece』の登場人物に扮したKUMCメンバー

檜尾川（ひおがわ）は普通の川とはちがいます。どんな川でしょう？
① 上川　②天井川　③天の川

 ＊檜尾川は磐手小学校校区を流れる
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平成24年豪雨の際の高槻市の様子や檜尾川（ひおがわ）決壊について話すKUMCメンバー
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川であそんでいるときに大雨が降ってきました。川には大きな橋がかかっています。あなたは橋の
下で雨宿りをしますか？　　○か×か？　　○（雨宿りする）　×（雨宿りしない）

家にいるとき大雨が降ってきた。避難しよう。車で避難する？
○か×か？　　○（車で避難する）×（車で避難しない）
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2013年 7 月11日　関西大学　KUMCメンバーによる　
高槻市立磐手小学校 4年生への河川についての特別授業の締めくくり
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資料 6　防災訓練

2013年 8 月25日（日）　高槻市　市制施行70周年記念事業　防災訓練
高槻市立磐手小学校における取り組み

①　避難訓練（震度 7の地震の想定）

②　防災教育（各学年ごとの取り組み）
　　関西大学の学生団体　KUMCによる「非常時に役立つ新聞紙でのスリッパの作り方」の指導

「新聞紙で作った紙コップでもラップをかければお茶が飲めます」
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資料 7　新聞スリッパ　作り方説明書
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資料 8　あいさつの重要性

2013年12月17日（火）　関西大学社会安全学部生による高槻市立磐手小学校訪問。
「小学生の頃の夢や現在の大学生活」について小学生に話する社会安全学部・亀井克之ゼミナール生。

あいさつの「あ」は安全の「あ」。　交流を通じてあいさつの大切さを実感する。
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資料 9　関西大学　高槻ミューズキャンパス　社会安全学部　訪問

2014年 1 月14日（火）　高槻市立磐手小学校 5年生・ 6年生180名が関西大学高槻ミューズキャンパ
ス訪問。備蓄庫と社会安全ミュージアム見学。
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2014年 1 月14日（火）　高槻市立磐手小学校 5年生・ 6年生180名が関西大学 高槻ミューズキャンパ
ス訪問。ホール教室で関西大学社会安全学部生と共に「リスクマネジメント論」（亀井克之担当）の
講義を受講。

防災クイズ・コーナーはKUMCのメンバーが担った。
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資料10　関西大学　社会安全学部「リスクマネジメント論」
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資料11　ハザードマップすごろく

KUMC　防災教育班　作成　「高槻防災ハザードマップすごろく」
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資料12　『産経新聞』2014年 1 月15日
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資料13　KUMCによる特別授業

2014年 2 月10日（月）　高槻市立　桃園小学校
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資料14　KUMCによる特別授業

2014年 2 月13日（木）　島本町立　島本第二小学校
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